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（『

?
u
ｶ
学
の
視
角
』
三
文
社
、
一
九
九
八
年
）
。

画
」
と
皿
宛
然
在
日
」
一
中
国
に
於
け
る
詩
と
絵
画
一
」

の
絵
画
に
つ
い
て
の
論
究
で
は
な
い
。
浅
見
洋
二
皿
皿
詩
中
有

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
例
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
白
居
易

あ
る
。
た
だ
し
中
唐
期
に
絵
画
を
通
し
て
映
像
の
交
換
が
盛

蓮
花
の
圖
を
書
き
て
元
郎
中
に
寄
す
」
に
つ
い
て
の
論
文
が

を
眺
め
吟
翫
し
て
篇
を
成
し
水
部
張
籍
員
外
に
寄
す
」
、
冊
齢

し
て
あ
げ
た
二
首
の
詩
、
細
江
櫻
に
て
晩
に
景
物
の
鮮
奇
な
る

浅
見
洋
二
氏
に
、
白
居
易
の
画
の
存
在
を
証
す
る
詩
と

が
あ
る
。

窓
」
（
巻
八
8
ま
）
、
灘
北
窓
竹
石
」
（
巻
一
∴
十
六
。
。
器
⑪
）
な
ど

代
表
的
な
詩
に
は
、
皿
竹
窓
」
（
巻
十
一
8
＄
）
．
皿
思
竹

あ
る
。

～
四
年
、
皿
書
振
歌
」
と
同
じ
く
白
の
杭
州
刺
史
時
代
の
作
で

か
ら
ず
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
①
②
⑧
の
詩
は
、
長
慶
二
年

霞
。
。
こ
の
詩
に
㎜
頭
は
薫
翁
に
比
し
て
白
き
こ
と
未
だ
句
し

内
乱
を
命
じ
て
、
周
判
官
・
薫
協
律
に
贈
る
」
（
巻
二
十

（
巻
二
十
雛
。
。
凱
）
。
薫
悦
を
蘭
陵
の
人
と
す
る
。
③
皿
歳
假
の

澤
寺
の
泉
洞
に
遊
ぶ
。
竹
石
籍
甚
た
る
こ
と
久
し
。

蘭
陵
の
薫
挽
・
清
河
の
崔
求
・
束
莱
の
三
方
輿
と
同
じ
く
諮

り
、
明
年
秋
九
月
、
始
め
て
苑
陽
の
盧
質
・
汝
南
の
周
知
範

十
二
⑪
霧
）
、
②
皿
予
期
慶
二
年
冬
十
月
を
以
て
杭
州
に
到

○
①
皿
酔
後
に
狂
言
し
、
三
盛
二
協
律
郎
に
贈
酬
す
」
（
巻

の
専
門
画
師
で
あ
っ
た
。

　　　　　　　　　　　Pa沁t量ngs　and　L翌terature翌n　t蓋e　M：量d－Tang　Era

　　　　　　　　　　　　　　　－Ba童Jyu　y業and］鎌s　Pa薫nt童ngs一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fumiko　NISHIMURA

Key　wOrds：

　The　mi蕊Taぬg　era，　The　literati　and　the　paiぬtiぬg　of　the　Taぬg　era，　The　bird喰ぬ蕊

　flower　genre　in　C：hinese　painting，　Landscape　painting，　Figure　painting

Abstract

　In渥代名画言改written　by　Zhang　Yan　yuan，　which　recorded　the　names　of　painters，

there　appear鷺06　painters／actually　208）i鷺the　Tang　era。　Among　them　some　were

professional　p油ters　like　Wu　Dao　x聡a豊and　the　others　were　famous　literati　p蜘ters　like

Wang　Wei、　Few　Tang　era　paintings　exist　now，　therefore　it　is　necessary　to　study

various　other　textsεしnd　materials　to　find　t：he　clues　to　the　paintings　of　this　era．　The

present　writer　has　been　thinking　that　the　wor！d　of　literature　and　that　of　painting　in

this　era　had　a　deep　connection，　altho聡gh　they　look　to　be　of　an　entirely　different　nature。

Under　t：he：hypothesis　that　the　transformation　of　literature　in　the　mid－Tang　period　is

on．e　of　the　main　reasons　for　this　conn．ection．，　this　paper　will　discu。ss　Bai　Jyu。　yi　an．d　his

pai痴豊gs。　Whether　or豊ot　paintings　can　be　approached　through　literature　itself　will

also　be　discussed、　So　far　there　has　been．　n．o　such　research　done，　so　this　paper　will　raise

the　new　question。
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さ
ら
に
江
州
、
忠
州
．
杭
州
、
蘇
州
な
ど
．
江
南
の
地
を
遍
歴
し
た
こ
と
が
、

山
水
風
景
や
花
鳥
に
対
し
て
興
味
を
抱
か
せ
て
詩
の
題
材
、
詩
題
の
拡
張
に
つ
な

が
っ
た
。
爾
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
こ
れ
ら
の
地
域
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

環
境
が
白
一
三
を
変
化
成
長
さ
せ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
絵
画
の
専
門
家

は
ど
う
考
え
る
だ
ろ
う
か
。
今
珂
は
、
白
層
易
と
い
う
一
人
の
中
唐
の
詩
人
を
採

り
あ
げ
て
論
じ
た
が
、
次
稿
は
他
の
中
唐
の
詩
人
に
目
を
移
し
て
み
た
い
。

〔
注
〕

白
居
易
の
詩
文
の
底
本
に
は
朱
金
城
『
白
居
易
集
落
校
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
を
用
い
た
。

同
書
は
明
萬
暦
一
紬
、
十
四
年
馬
無
調
刊
本
『
自
製
長
難
球
』
を
底
本
と
し
馬
験
興
本
『
白
油

文
集
』
そ
の
他
二
十
種
の
諸
本
に
よ
り
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
作
晶
番
号
は
、
花

房
英
樹
『
自
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
所
収
の
皿
綜
合
作
品
表
」
の
番
号
。

一
　
㎜
自
杭
州
の
郡
蔓
紫
望
書
聖
を
寄
せ
ら
る
る
に
答
う
」
と
題
し
て
㎜
江
城
登
望
の
虜

　
を
書
き
得
て
、
寄
せ
來
り
て
今
日
長
安
に
到
る
。
託
ち
驚
く
物
色
の
時
に
從
い
て
出
ず

　
る
を
、
更
に
想
う
工
人
手
を
ド
し
難
し
。
將
に
書
士
に
叫
べ
ん
と
し
て
偏
え
に
好
き
を

　
覧
え
、
毎
に
朝
客
の
下
る
に
書
く
看
ん
こ
と
を
求
む
。
君
の
此
に
向
け
る
高
吟
の
意
を

　
見
る
に
、
常
時
外
官
と
作
る
を
恨
む
を
肯
ん
ず
。
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
百
八
十
五
・
張

　
籍
四
）

二
　
元
宗
簡
は
白
居
易
の
作
品
に
名
が
頻
出
す
る
が
、
㎜
故
京
兆
元
禄
サ
文
集
の
序
」
に

　
皿
居
敬
、
姓
は
元
、
名
は
宗
簡
、
河
南
の
人
。
進
十
に
墨
げ
ら
れ
、
御
史
府
・
尚
書
郎
を

　
纒
て
京
兆
亜
サ
に
熱
る
、
凡
そ
一
、
十
年
」
と
見
え
、
元
宗
簡
の
死
後
に
文
集
の
編
纂
を

　
し
皿
序
」
を
書
い
て
い
る
。

一一

D
　
猟
書
支
を
請
う
」
（
巻
十
八
｝
罠
9
の
詩
に
欄
紅
燈
珍
味
」
、
皿
蕩
支
櫻
に
て
酒
に
対
す
」

　
（
巻
十
八
謡
謬
）
の
詩
に
、
皿
蕩
支
新
た
に
熟
す
鶏
冠
色
」
な
ど
と
見
え
る
。

四
　
母
丘
元
志
は
『
歴
代
名
画
記
』
に
は
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
濡
天
寿
『
中
国

　
絵
画
史
』
に
、
圓
花
鳥
作
家
に
は
則
ち
母
丘
元
志
の
花
果
を
善
く
す
る
有
り
、
嘗
て
白
居

　
易
の
爲
に
木
蓮
・
蕩
支
の
圖
を
篤
し
、
其
れ
特
に
檀
誇
り
」
と
あ
る
。

κ
　
李
放
に
つ
い
て
の
来
歴
は
未
詳
だ
が
、
朱
景
玄
『
唐
朝
名
画
録
』
に
皿
又
李
伸
昌
・

　
李
倣
・
孟
仲
暉
皆
な
眞
を
篤
す
を
以
て
最
も
妙
を
得
た
り
」
と
あ
り
、
朱
金
城
氏
は
、

　
李
倣
は
李
放
で
な
い
か
と
い
う
。

六
　
西
村
富
美
子
冊
遭
際
白
居
易
詩
歌
創
作
年
代
悪
事
箇
問
題
　
談
“
写
真
図
”
和
“
曲

　
江
的
秋
”
」
（
『
唐
代
文
学
研
究
』
第
六
輯
。
広
西
師
範
大
学
出
版
社
）

七
　
　
『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
に
、
圓
白
昊
、
官
は
同
州
澄
城
令
に
至
る
。
花
鳥
鷹
鵤
に
工
み

　
に
し
て
、
鍔
爪
繊
利
、
甚
だ
其
の
趣
を
得
。
昊
歌
を
善
く
し
、
常
に
醇
賀
す
る
に
、
歌

　
翻
り
て
即
ち
書
き
て
自
ら
曝
し
む
」
と
あ
り
、
花
鳥
画
の
名
手
、
歌
唱
が
得
意
で
あ
っ

　
た
。
ま
た
『
唐
朝
名
画
録
』
に
も
、
”
自
昊
は
鷹
鵠
、
薫
悦
は
竹
、
又
た
偏
え
に
妙
な
り
」
。

　
韓
幹
も
『
歴
代
名
画
記
』
に
名
が
見
え
、
盛
唐
の
玄
宗
期
の
画
師
で
、
馬
の
画
を
得
意

　
と
し
た
。
星
稜
も
『
歴
代
名
画
記
』
に
名
が
あ
り
、
花
鳥
人
物
が
得
意
で
あ
っ
た
が
、

　
特
に
鶴
の
画
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。

脂
質
題
海
事
屏
風
」
（
巻
一
8
箋
）
。
皿
八
駿
圖
」
（
巻
四
十
8
）
。
欄
胡
吉
富
劉
張
郵
六
賢
…

　
…
」
（
巻
三
　
十
七
窓
き
）
。
野
鳥
老
圖
の
詩
」
（
外
集
上
難
詑
）

九
　
　
『
三
和
画
譜
』
巻
十
五
に
、
鳥
節
塗
筆
、
紫
竹
鶉
鶴
、
爆
竹
、
筍
竹
図
等
の
図
を
著

　
録
す
る
。
ま
た
㎜
薫
悦
、
何
許
の
人
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
時
に
官
は
協
律
郎
爲

　
り
。
人
皆
な
官
を
以
て
其
の
名
を
黒
し
、
之
を
再
婚
律
と
謂
う
。
唯
だ
竹
を
書
く
を
喜

　
み
、
深
く
竹
の
生
意
を
得
て
、
名
を
常
世
に
檀
に
す
。
白
居
易
詩
名
を
常
世
に
檀
に
し
、

　
一
た
び
題
品
を
経
る
者
は
、
尊
墨
倍
に
増
す
。
挽
の
建
築
詩
に
題
し
て
云
う
。
頭
を
墨

　
げ
て
忽
ち
見
れ
ば
画
に
似
ず
、
耳
を
低
れ
て
艀
か
に
聴
け
ば
聲
有
る
か
と
疑
う
。
其
の

　
推
構
さ
る
こ
と
此
の
如
し
。
悦
の
画
想
見
す
べ
し
。
今
御
府
の
没
す
る
所
五
」
と
見
え
、

　
ま
た
『
唐
朝
名
画
録
』
に
も
圓
薫
挽
、
竹
を
書
き
て
又
た
偏
に
妙
な
り
。
」
と
あ
る
。
竹
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け
三
年
の
杭
州
刺
史
の
問
に
よ
く
出
か
け
た
孤
山
の
梅
花
観
賞
を
回
想
し
た
詩
で

あ
る
。
梅
花
は
薫
挽
の
得
意
と
し
た
画
題
の
一
つ
で
あ
る
。
宝
屠
元
年
（
八
二
五
）

の
一
月
か
二
月
、
五
十
四
歳
．
洛
陽
の
履
道
導
に
自
邸
を
入
手
し
．
官
は
太
子
左

庶
子
（
洛
陽
分
司
）
の
こ
ろ
の
作
で
あ
る
。
詩
の
末
筆
に
や
は
り
「
頭
白
の
老
薫

郎
」
と
あ
る
。
「
書
物
歌
」
に
薫
挽
の
「
老
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
．
他
の

詩
に
も
．
薫
挽
の
頭
髪
の
白
さ
ほ
ど
で
は
な
い
、
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
．
白

層
易
よ
り
か
な
り
の
年
長
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
ま
た
「
書
竹
野
」
を
含
め
て
薫
挽
に
関
わ
る
詩
の
す
べ
て
が
白
居
易
の
杭
州
在

任
の
時
期
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
薫
椀
そ
の
他
の
交
友
関
係
が
こ
の
時
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
、
○
」

の
も
の
で
あ
っ
た
珂
能
性
が
あ
る
。

　
紫
電
の
竹
の
爾
に
対
す
る
絶
賛
に
近
い
「
叢
物
歌
」
の
詩
は
、
画
が
名
品
で
あ
っ

た
こ
と
以
上
に
、
そ
の
背
景
に
白
居
易
の
竹
に
対
す
る
特
珊
の
思
い
が
根
強
く
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
白
居
易
の
作
品
の
な
か
で
《
竹
》
を
テ
ー
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
．
．
」

と
す
る
詩
ま
た
文
は
他
の
植
物
に
比
べ
て
群
を
抜
く
数
量
で
あ
る
。
な
か
で
白
居

易
が
五
十
歳
の
こ
ろ
に
入
手
し
た
新
昌
里
の
自
邸
の
北
窓
に
植
え
た
竹
は
特
に
気

に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
竹
と
北
窓
は
か
な
ら
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど

結
び
つ
い
て
お
り
、
常
に
竹
を
う
え
る
の
は
北
窓
で
あ
っ
た
。
こ
の
北
窓
は
古
代

の
伝
説
上
の
天
子
三
皇
の
伏
義
（
義
皇
）
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
竹
と

北
窓
と
伏
義
の
一
、
一
介
は
同
時
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
物
と
北
山
．
北
窓
と

伏
義
の
関
係
が
、
白
層
易
に
よ
っ
て
二
者
が
同
次
元
の
も
の
と
な
り
税
世
俗
の
最

高
の
環
境
と
し
て
再
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
竹
の
連
想
と
し
て
は
、
晋
の
物
林
の
七
賢
の
存
在
が
あ
る
。
白
層
易
は

「
細
説
記
」
（
巻
四
十
三
竃
謹
）
の
文
で
、
竹
を
賢
と
見
立
て
．
「
物
の
草
木
に
於

け
る
は
、
猶
お
賢
の
衆
庶
に
於
け
る
が
ご
と
し
」
と
物
の
価
値
を
賢
と
評
価
し
て

い
る
。
竹
林
の
賢
人
も
ま
た
朧
世
俗
を
追
求
し
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
身
は
現
実

の
官
吏
の
世
界
に
あ
っ
て
も
志
は
常
に
現
実
逃
避
、
超
俗
の
精
神
を
持
ち
続
け
た

白
居
易
の
こ
う
し
た
思
想
が
、
物
の
餌
そ
し
て
物
の
餌
を
描
く
薫
挽
に
強
く
影
響

を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
白
留
目
に
は
自
ら
描
い
た
二
輻
の
図
爾
が
あ
る
。
一
つ
は
風
景
頭
で
張
籍
に
贈
っ

た
も
の
、
「
江
櫻
に
て
晩
に
景
物
の
鮮
奇
な
る
を
眺
め
経
略
し
て
篇
を
成
し
水
部

張
籍
員
外
に
寄
す
」
（
巻
二
十
お
謎
）
。
も
う
一
幡
は
花
鳥
幽
の
花
頭
で
元
郎
中

（
元
宗
簡
）
に
贈
っ
た
も
の
、
「
木
蓮
花
の
圖
を
書
き
て
元
郎
中
に
寄
す
」
（
巻
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
一
、
ご

八
離
鷲
）
で
あ
る
。
母
液
元
志
な
ど
の
幽
師
に
図
衝
を
描
か
せ
て
も
い
る
。
自

身
の
写
真
図
に
強
い
関
心
を
寄
せ
、
李
放
な
ど
の
画
師
に
生
涯
の
間
に
四
幅
の
写

真
図
を
描
か
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
人
物
幽
に
対
す
る
興
味
と
写
真
図
に
自
ら
の

歴
史
を
照
射
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
感
じ
る
。
ま
た
白
層
易
は
画
の
専
門
家
で
は

な
か
っ
た
が
画
に
つ
い
て
独
自
の
鼻
衝
観
を
も
っ
て
お
り
．
人
物
爾
で
あ
る
写
真

図
に
対
す
る
趣
向
は
そ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
白
居
易
の
《
衝
》
に
関
わ
り
の
あ
る
作
晶
か
ら
幾
つ
か
の
推
論
を
述
べ
て
み
た

が
、
こ
れ
ら
の
推
論
を
中
国
絵
餌
の
専
門
家
に
提
供
し
て
意
見
を
求
め
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。
文
学
の
世
界
か
ら
絵
画
の
世
界
へ
の
橋
渡
し
の
第
一
歩
に
な
れ

ば
と
思
う
。
白
居
易
の
文
学
の
特
性
と
白
居
易
の
画
に
対
す
る
愛
好
癖
は
関
わ
り

が
あ
り
、
そ
の
一
例
が
筆
画
で
あ
り
竹
に
対
す
る
特
殊
な
志
向
が
関
係
し
て
い
る
。
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薫
郎
薫
習
老
可
惜
　
手
翰
眼
昏
頭
雪
色

　
　
薫
郎
薫
郎
老
惜
し
む
珂
し
、
漁
燈
い
眼
昏
み
て
頭
は
雪
色

暴
言
便
是
絶
筆
時
　
從
今
此
物
尽
難
得

　
　
自
ら
言
う
便
ち
是
れ
絶
筆
の
時
と
．
今
よ
り
此
の
醜
態
も
得
難
し

　
　
　
西
叢
の
七
本
は
勤
健
で
あ
り
、
思
い
か
え
せ
ば
天
竺
寺
の
前
の
石
の
上
で

　
　
　
見
た
竹
の
よ
う
だ
。
東
叢
の
八
本
は
疎
属
で
あ
り
、
か
つ
て
湘
妃
の
廟
で

　
　
　
雨
の
降
る
な
か
で
看
た
竹
を
思
い
出
す
。
こ
の
物
の
幽
姿
ま
た
遠
思
を
識

　
　
　
珊
す
る
人
は
少
な
く
．
君
と
相
顧
み
て
い
た
ず
ら
に
長
嘆
す
る
だ
け
だ
。

　
　
　
盤
質
よ
薫
製
よ
．
老
い
た
の
は
ま
こ
と
に
惜
し
い
。
手
が
ふ
る
え
眼
は
か

　
　
　
す
み
頭
髪
は
雪
の
白
さ
だ
。
自
分
で
も
こ
れ
が
絶
筆
の
時
機
だ
と
言
う
か

　
　
　
ら
に
は
、
今
後
は
こ
の
竹
の
画
は
と
く
に
手
に
入
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
十
五
本
の
竹
は
両
つ
の
叢
に
分
け
、
西
叢
に
七
本
束
叢
に
八
本
あ
り
．
勤
健
な

七
本
は
天
竺
寺
で
見
た
竹
を
．
露
寒
な
八
本
は
湘
妃
廟
で
見
た
竹
を
、
思
い
出
さ

せ
る
、
と
天
竺
寺
（
漸
江
省
杭
州
）
．
湘
妃
廟
（
湖
南
省
）
の
物
に
な
ぞ
ら
え
る
。

『
春
秋
経
』
に
見
え
る
「
絶
筆
」
の
語
を
薫
挽
の
こ
の
薫
辛
に
用
い
る
。
「
書
物
歌

詳
び
に
引
」
の
竹
衝
は
薫
挽
の
絶
筆
、
名
作
だ
と
称
賛
す
る
。

　
極
め
て
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
薫
挽
の
描
い
た
物
画
は
彩
色
画
で
あ
る
が
現
在

は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
．
白
居
易
の
詩
（
引
）
に
よ
っ
て
想
像
す
る
し
か
な

い
。
唐
代
の
絵
画
で
今
も
残
る
作
昂
は
ま
ず
無
い
と
い
っ
て
よ
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。　

白
居
易
と
こ
の
薫
椀
と
は
か
な
り
親
し
い
交
友
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
．
露

寒
の
来
歴
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
『
歴
代
名
画
記
」
な
ど
に
竹

の
餌
家
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
．
当
時
名
の
あ
る
餌
家
で
あ
っ
た
。
「
薫
挽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
三
九
」

協
律
郎
、
物
に
⊥
み
に
し
て
、
　
一
色
雅
趣
有
り
」
と
あ
る
。

　
白
層
易
の
「
書
物
歌
」
の
冒
頭
．
ま
た
『
歴
代
名
画
記
』
『
宣
和
書
譜
」
な
ど

に
よ
り
、
協
律
郎
の
官
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
が
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
つ

い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
．
白
居
易
の
作
品
の
中
か
ら
そ
の
傍
証
を
求
め
る
し
か

他
に
方
法
は
な
い
。
白
層
易
の
作
品
．
詩
の
中
に
幾
つ
か
薫
協
律
郎
と
関
わ
り
の

あ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
を
示
せ
ば
．

　
　
　
憶
杭
州
梅
花
因
叙
蕉
遊
寄
薫
協
律
（
巻
、
一
十
・
三
器
○
◎
。
。
）

　
　
　
　
杭
州
の
梅
花
を
憶
い
因
っ
て
蕉
遊
を
叙
し
薫
製
律
に
寄
す

一二

N
閑
悶
在
鯨
杭

倫
日
爲
梅
些
化
鳥
W
幾
質

倉
相
廟
邊
繁
豪
雪

孤
山
園
裏
麗
如
粧

躍
軟
岩
騎
心
長
惜

評
説
佳
人
手
署
勲

賞
自
初
開
直
轟
轟

無
因
小
飲
総
嫁
狂

逸
劉
相
次
埋
新
襲

沈
謝
讐
飛
出
故
郷

歌
伴
酒
徒
零
散
盤

唯
残
寒
白
老
薫
郎

こ
の
詩
は
最
初
の
二
旬
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
．

三
年
閑
悶
　
絵
杭
に
在
り

曾
て
梅
花
の
爲
に
醇
う
こ
と
幾
場
ぞ

忙
裏
廟
邊
　
繁
く
し
て
雪
に
似
た
り

孤
山
園
裏
　
麗
に
し
て
粧
え
る
が
如
し

錫
み
て
遊
騎
に
軽
い
て
　
心
長
く
惜
し
み

折
り
て
佳
人
に
贈
り
て
　
手
無
た
香
し

賞
す
る
こ
と
は
初
穂
よ
り
直
ち
に
落
つ
る
に
至
り

歎
ぶ
こ
と
は
小
飲
に
因
り
て
便
ち
狂
を
成
す

醇
劉
相
次
ぎ
て
新
聾
に
埋
ま
り

沈
謝
讐
び
て
故
郷
を
出
ず

歌
伴
酒
徒
　
零
散
し
尽
く

唯
だ
残
る
頭
白
の
老
薫
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
慶
二
年
か
ら
四
年
ま
で
足
か
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八
十
六
字
で
あ
る
。
（
序
の
和
訳
）

　
　
　
植
物
の
な
か
で
．
竹
と
い
う
の
は
描
き
に
く
い
。
昔
か
ら
描
か
れ
る
が
そ

　
　
　
れ
ら
し
い
も
の
は
無
い
。
薫
挽
だ
け
は
、
筆
を
と
れ
ば
真
に
逼
っ
て
お
り
、

　
　
　
絵
爾
が
あ
っ
て
よ
り
以
来
の
た
だ
一
人
の
人
で
あ
ろ
う
。
弛
人
の
描
い
た

　
　
　
物
は
肉
が
肥
え
て
節
瘤
が
出
て
い
る
が
、
薫
挽
の
描
い
た
の
は
茎
が
痩
せ

　
　
　
て
い
て
節
々
が
し
ゃ
ん
と
し
て
い
る
。
他
人
の
描
い
た
の
は
竹
の
梢
が
死

　
　
　
ん
だ
よ
う
で
だ
ら
り
と
垂
れ
て
い
る
が
、
薫
挽
の
描
い
た
の
は
枝
が
活
き

　
　
　
活
き
し
て
葉
が
動
い
て
い
る
。
（
詩
の
和
訳
）

　
序
に
よ
れ
ば
、
協
律
郎
の
薫
挽
は
竹
の
画
が
葬
常
に
う
ま
く
、
彼
自
身
も
極
め

て
大
切
に
し
．
一
本
ま
た
一
枝
で
も
と
願
っ
て
も
入
手
は
難
し
か
っ
た
の
に
．
な

ぜ
か
白
居
易
に
ト
五
本
の
竹
を
描
き
、
す
な
お
に
贈
っ
て
く
れ
た
の
で
．
厚
意
に

報
い
芸
を
高
く
評
価
す
る
た
め
に
．
作
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
詩
（
引
）
の
冒
頭
か
ら
、
　
《
竹
》
は
植
物
中
で
描
く
の
が
難
し
く
う
ま
く
描
い

た
者
が
い
な
か
っ
た
が
．
薫
挽
だ
け
は
ち
が
う
、
と
先
ず
薫
挽
の
物
画
の
技
能
を

称
賛
、
絵
画
始
ま
っ
て
以
来
の
能
爾
だ
と
い
う
。
そ
し
て
薫
挽
と
他
人
の
竹
爾
を

比
較
し
．
か
た
や
太
く
て
で
こ
ぼ
こ
梢
は
死
ん
だ
よ
う
に
だ
ら
り
．
塁
壁
の
は
細

身
で
節
が
し
ゃ
ん
と
し
枝
葉
は
活
き
活
き
と
動
い
て
い
る
。
薫
椀
の
竹
画
は
と
に

か
く
天
下
一
晶
な
の
で
あ
る
。

　
不
根
禰
生
從
意
生
　
不
筍
幽
幽
由
筆
成

　
　
根
あ
ら
ず
し
て
生
じ
意
に
從
っ
て
生
ず
．
筍
せ
ず
し
て
成
り
筆
に
由
り
て
成

　
　
る

　
野
塘
水
邊
碕
岸
側
　
森
森
草
叢
十
五
華

　
　
野
塘
の
水
邊
碕
岸
の
側
、
森
森
爾
叢
十
五
華

　
揮
細
砂
失
箔
粉
態
　
薫
颯
盤
得
風
煙
情

　
　
揮
娼
箔
粉
の
態
を
失
わ
ず
、
薫
颯
書
く
諸
腰
の
情
を
得
た
り

　
墾
頭
忽
看
不
葉
書
　
低
耳
静
聴
疑
有
聲

　
　
頭
を
墾
げ
て
忽
ち
看
れ
ば
叢
に
似
ず
．
耳
を
低
れ
て
静
か
に
聴
け
ば
聲
有
る

　
　
か
と
疑
う

　
　
　
根
は
無
い
の
に
意
の
ま
ま
に
生
え
．
筍
は
無
く
と
も
筆
で
画
き
あ
げ
ら
れ

　
　
　
て
い
る
。
野
原
の
土
手
の
水
辺
の
長
く
続
く
岸
に
．
二
つ
の
叢
を
成
す
十

　
　
　
五
本
の
竹
。
美
し
い
白
い
粉
を
ふ
い
た
姿
態
を
正
確
に
．
竹
間
を
わ
た
る

　
　
　
風
の
音
が
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
竹
の
風
情
を
描
き
尽
く
し
て
い
る
。
頭
を

　
　
　
挙
げ
て
ふ
と
看
れ
ば
画
と
は
思
え
ず
、
耳
を
傾
け
て
静
か
に
聴
け
ば
風
の

　
　
　
音
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
実
際
に
は
根
も
筍
も
無
い
の
に
．
自
由
自
在
に
絵
筆
で
竹
が
筍
が
生
え
て
い
る
。

白
い
粉
を
ふ
く
筍
は
幽
で
は
な
く
実
物
そ
の
も
の
、
ま
た
耳
を
す
ま
せ
ば
さ
や
さ

や
と
物
問
を
わ
た
る
風
の
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
ほ
ど
．
と
あ
ら
ゆ
る
視
点
か

ら
薫
挽
の
物
画
を
ほ
め
る
。

　
西
叢
七
華
勤
禰
健
　
動
向
天
竺
寺
前
石
上
見

　
　
西
叢
七
壁
勤
に
し
て
健
、
省
み
れ
ば
天
竺
寺
前
石
上
に
向
か
っ
て
見
る

　
東
叢
八
華
疏
且
寒
　
憶
曾
湘
妃
廟
裏
雨
中
看

　
　
東
叢
磁
壁
疏
に
し
て
且
つ
寒
し
．
憶
う
曾
て
湘
妃
廟
裏
雨
中
に
看
た
る
を

　
幽
姿
遠
思
少
人
別
　
與
君
相
顧
空
長
歎

　
　
幽
姿
遠
思
人
の
珊
つ
こ
と
少
し
．
君
と
相
顧
み
て
空
し
く
長
歎
す
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［
注
八
」

の
圖
」
は
七
老
に
二
人
加
え
て
形
貌
を
写
し
名
づ
け
た
図
で
あ
る
。

　
な
お
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
．
「
絵
画
」
と
い
う
の
は
珍
し
い
こ
と

ば
の
よ
う
で
．
白
居
易
の
次
の
詩
の
題
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
一
例
あ
る
。

　
　
「
河
陽
の
石
尚
書
．
無
意
を
破
り
翰
墨
を
迎
う
。
上
黛
を
過
ぎ
り
て
鷺
鳥
を

　
　
射
て
、
給
書
し
て
圖
を
量
り
．
狸
り
に
示
さ
る
る
を
蒙
る
。
構
歎
足
ら
ず
、

　
　
詩
を
以
て
之
を
澄
す
」
（
巻
二
十
七
。
。
①
器
）
．

　
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
．
七
十
四
歳
。
刑
部
尚
書
致
仕
後
の
作
だ
が
、
「
鷺
鳥
を

給
書
し
て
圖
を
爲
る
」
と
あ
り
．
鳥
の
「
給
書
」
を
見
せ
ら
れ
た
と
い
う
が
、

《
絵
画
》
と
《
図
》
は
ど
う
ち
が
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
絵
画
．
図
頭
、
衝
図
．
画
．
図
な
ど
と
表
現
す
る
が
．
こ
れ
ら
の
語
に
厳
密
に

は
差
異
が
あ
る
の
か
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
絵
画
」

と
い
う
こ
と
ば
は
あ
ま
り
一
般
的
に
使
わ
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て

お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
最
後
に
《
竹
》
の
餌
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
白
居
易
は

《
物
》
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
趣
向
は
四
十
歳
こ
ろ
か
ら
の
よ

う
で
そ
れ
以
後
長
安
や
洛
陽
の
自
邸
に
も
植
え
る
ほ
ど
傾
倒
し
て
い
た
。
こ
の

《
物
》
を
描
い
た
衝
と
．
そ
れ
を
纏
い
た
名
衝
師
を
絶
賛
し
た
詩
が
あ
る
。
長
慶

二
年
（
八
二
二
）
か
三
年
（
八
二
三
）
．
五
卜
一
、
、
一
歳
．
杭
州
刺
史
の
時
の
作

で
あ
る
。

　
　
　
書
竹
歌
井
引
　
　
堅
物
藤
井
び
に
引
（
巻
十
二
象
逡
）

　
　
協
律
郎
薫
悦
．
善
書
竹
．
塞
世
無
倫
。
薫
亦
甚
自
秘
重
．
有
終
歳
求
其
一
竿

　
一
枝
愛
鳥
得
者
。
知
予
天
與
好
事
、
忽
爲
一
戸
五
竿
．
恵
然
見
投
。
予
厚
其

　
意
、
高
其
丈
無
以
答
既
。
作
歌
以
報
之
。
凡
一
百
八
十
六
字
云
。

　
　
協
律
郎
薫
悦
．
善
く
物
を
書
き
、
墾
磁
器
無
し
。
薫
亦
甚
だ
自
ら
秘
重
し
、

　
　
終
歳
其
一
竿
一
枝
を
求
め
て
得
ざ
る
者
有
り
。
予
が
天
城
の
好
事
な
る
を

　
　
知
り
、
忽
ち
一
業
五
竿
を
篤
し
、
悪
然
と
し
て
投
ぜ
ら
る
。
予
其
の
意
を

　
　
厚
し
と
し
、
其
の
藝
を
高
し
と
し
．
以
て
答
賜
す
る
も
の
無
し
。
歌
を
作

　
　
り
て
以
て
之
れ
に
報
ゆ
。
凡
そ
一
百
八
十
六
字
と
云
う
。

植
物
之
中
竹
難
爲
　
古
今
難
書
無
導
者

　
植
物
の
中
竹
爲
し
難
し
、
古
今
書
く
と
難
も
似
る
図
無
し

薫
郎
下
筆
猫
逼
貴
　
丹
青
以
來
准
一
人

　
薫
郎
筆
を
下
せ
ば
濁
り
貴
に
逼
る
、
将
青
書
來
　
唯
だ
一
人

人
意
竹
身
肥
擁
腫
　
薫
蓋
童
痩
節
節
疎

　
人
の
叢
は
竹
身
肥
え
て
擁
腫
す
．
薫
の
書
は
壁
痩
せ
て
節
節
疎
つ

人
蓋
竹
梢
死
巌
垂
　
薫
蓋
枝
活
葉
葉
動

　
人
の
叢
は
竹
梢
死
し
て
巌
属
す
．
薫
の
書
は
枝
活
き
て
葉
葉
動
く

　
　
　
協
律
郎
の
薫
挽
は
、
物
を
う
ま
く
描
き
、
当
時
肩
を
並
べ
る
も
の
が
い

　
　
　
な
か
っ
た
。
薫
挽
は
ま
た
自
分
で
も
非
常
に
秘
し
大
切
に
し
て
、
年
中

　
　
　
そ
の
物
の
一
竿
一
枝
で
も
描
い
た
の
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
も
手
に

　
　
　
入
ら
な
か
っ
た
。
私
が
生
ま
れ
つ
き
好
事
家
な
の
を
知
っ
て
、
す
ぐ
に

　
　
　
十
五
竿
の
竹
を
か
き
．
す
な
お
に
お
く
っ
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の
気
持

　
　
　
ち
を
厚
い
も
の
と
し
、
そ
の
技
芸
を
高
い
も
の
と
し
た
が
．
答
礼
す
る

　
　
　
も
の
が
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
歌
を
作
っ
て
報
い
る
こ
と
に
し
た
。
全
百



95中唐期に於ける絵画と文：学

　
官
吏
の
世
界
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
起
っ
た
当
時
の
若
き
日
の
姿
と
官
界
を
辞
し

層
士
と
な
っ
た
現
在
の
自
分
の
像
．
二
十
年
前
の
前
壷
と
二
十
年
後
の
い
ま
の
油

糧
を
比
較
し
、
「
桑
出
攣
じ
て
海
と
作
る
」
の
歴
史
の
変
遷
を
自
ら
の
写
真
図
に

重
ね
合
わ
せ
痛
感
し
て
い
る
。

　
こ
の
四
枚
の
写
真
図
に
つ
い
て
は
か
っ
て
筆
者
も
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

一
生
の
問
に
こ
う
し
た
複
数
枚
の
自
画
像
、
写
真
図
を
頭
か
せ
た
詩
人
文
人
は
他

　
　
　
　
［
注
六
」

に
例
を
見
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
白
居
易
の
人
物
画
．
図
歯
す
な
わ
ち
絵
画
に
対
す

る
関
心
の
強
さ
を
語
る
も
の
だ
が
．
先
の
画
論
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
《
真
》
が

あ
っ
た
が
、
　
《
写
真
図
》
つ
ま
り
《
真
》
を
写
す
と
い
う
こ
と
に
も
関
連
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
白
居
易
が
《
画
》
と
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
作
品
に
「
賛
」
が
あ
る
。
所
謂

「
爾
賛
」
で
あ
る
。
一
．
人
物
画
　
二
、
動
物
爾
　
三
．
鳥
画
な
ど
の
「
賛
」
が

あ
る
。
次
に
そ
の
作
品
名
を
挙
げ
隔
簡
単
に
解
説
を
し
て
お
く
。

　
一
、
「
佛
光
和
尚
の
員
の
贅
」
（
巻
七
十
一
。
。
謬
刈
）

　
、
一
、
①
「
驕
虞
の
書
贅
丼
び
に
序
」
（
巻
三
十
九
猿
鑓
）

　
　
　
②
「
籏
屏
の
贅
井
び
に
序
」
（
巻
斗
卜
九
置
誤
）

　
三
、
「
蓋
鵬
の
詩
話
び
に
序
」
（
巻
二
十
九
窓
ま
）

※
一
．
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
、
七
十
一
歳
。
刑
部
尚
書
を
も
っ
て
致
仕
し
た
時

　
　
　
期
の
作
。
仏
光
和
尚
は
鷺
草
満
．
洛
陽
仏
光
寺
の
住
職
で
当
時
九
十
一
歳
。

　
　
　
親
交
の
あ
っ
た
白
が
画
⊥
に
写
真
図
を
画
か
せ
た
。

　
、
一
．
①
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
夏
、
三
を
五
歳
、
細
塵
県
尉
の
こ
ろ
の
作
。

　
　
　
「
驕
虞
」
は
蒼
黒
の
獣
で
、
『
詩
経
』
召
南
・
駿
虞
に
見
え
、
生
物
を
食
べ

　
　
　
な
い
と
い
う
。
人
か
ら
「
驕
虞
圖
」
を
贈
ら
れ
贅
し
た
。

　
　
　
②
長
慶
三
年
（
八
、
ゴ
、
一
）
以
前
の
作
。
白
居
易
は
も
と
か
ら
頭
痛
病
み
で

　
　
　
寝
る
と
き
に
小
屏
風
を
枕
元
に
遣
い
で
い
た
が
、
衝
⊥
に
《
毅
》
の
画
を

　
　
　
画
か
せ
た
。
　
《
躾
》
は
『
山
海
経
』
に
鉄
と
銅
以
外
は
食
さ
な
い
．
と
あ
っ

　
　
　
た
た
め
．
白
は
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
《
質
》
を
作
っ
た
と
い
う
。

　
三
、
長
講
元
年
（
八
、
一
一
）
、
五
十
歳
、
忠
州
か
ら
都
長
安
に
帰
り
中
央
政
界

　
　
　
に
復
帰
し
た
年
の
作
。
「
贅
」
及
び
「
序
」
を
作
っ
た
。
「
序
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
白
居
易
の
宗
兄
白
昊
が
添
い
た
画
で
、
白
図
は
鳥
の
画
が
最
も
得
意
で
あ

　
　
　
り
鵬
鳥
を
画
い
て
白
居
易
に
贈
っ
て
く
れ
た
の
を
気
に
入
っ
た
の
で
、
贅

　
　
　
を
作
っ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
白
昊
は
『
歴
代
名
画
記
」
な
ど
に

　
　
　
名
が
見
え
る
。
ま
た
「
賛
」
の
文
末
に
、
「
韓
幹
の
馬
．
属
籍
と
し
て
名

　
　
　
を
知
ら
る
。
蘇
穫
の
鶴
．
翻
翻
と
し
て
聲
有
り
」
と
．
『
歴
代
名
画
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
七
」

　
　
　
に
も
記
載
す
る
韓
幹
、
醇
穫
の
二
人
の
頭
師
の
名
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
白
層
易
の
作
晶
の
中
に
は
先
に
挙
げ
た
「
木
蓮
」
「
蕩
支
」
な
ど
の
画
以
外
に

ま
だ
幾
つ
か
の
図
画
が
登
場
す
る
。
「
海
の
圖
」
「
八
駿
の
圖
」
「
四
皓
の
圏
」
「
三

仙
由
の
圖
」
「
五
天
竺
の
圏
」
「
九
老
圏
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
「
海
圖
」
は
屏
風

図
。
「
八
駿
の
圖
」
は
難
燃
の
八
頭
の
愛
馬
の
図
。
「
四
皓
の
圖
」
「
三
仙
山
の
圖
」

「
五
天
竺
の
圖
」
は
．
七
老
の
尚
歯
の
会
の
詩
に
「
人
数
卍
繋
の
圖
よ
り
も
多
し
。

三
山
五
天
竺
を
除
却
す
れ
ば
、
人
間
此
の
画
期
に
慮
に
無
か
る
べ
し
」
の
句
に
あ

り
．
そ
の
自
注
に
コ
ニ
貸
主
・
五
天
竺
圖
、
老
壽
者
多
し
」
と
見
え
る
。
「
九
老
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且
喜
身
猶
在
　
　
且
つ
身
の
猶
お
在
る
を
喜
ぶ

　
三
枚
目
の
写
真
図
に
．
四
十
七
歳
の
と
き
に
人
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

詩
の
冒
頭
の
み
を
示
し
て
お
く
な
ら
ば
、

　
◇
　
贈
爲
貴
者
　
　
真
を
爲
す
者
に
贈
る
（
巻
十
七
一
＄
⑩
）

　
「
紳
思
を
勢
役
し
て
．
更
に
藤
壷
の
儀
を
書
く
こ
と
無
か
れ
。
沼
遽
た
り
灘
麟

閣
．
功
を
圖
す
る
未
だ
期
有
ら
ず
。
…
…
」
と
あ
る
。

　
元
和
卜
三
年
（
八
一
八
）
、
江
州
司
馬
左
遷
の
時
期
で
あ
り
．
詩
の
「
病
容
の

儀
」
は
白
層
易
の
当
時
の
失
意
を
暗
示
し
た
写
真
図
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
四
枚
目
は
最
後
の
写
真
図
で
あ
り
、
難
業
、
一
年
（
八
四
二
）
、
七
卜
∵
歳
で
致

仕
の
後
に
洛
陽
の
香
山
寺
の
蔵
経
堂
に
収
め
た
も
の
だ
が
、
次
に
挙
げ
る
詩
に
は

最
初
の
写
真
図
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
り
、
こ
の
、
一
枚
の
写
真
図
に
は
三
卜
年
の

歳
月
の
隔
た
り
が
あ
る
の
で
．
一
枚
目
の
写
真
図
に
関
し
て
恐
ら
く
白
居
易
自
身

の
記
憶
の
混
同
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
あ
る
。

　
　
　
香
・
山
居
士
寅
駕
呉
詩
一
＃
月
輪
一
ひ
巻
二
十
⊥
ハ
備
ゆ
鱗
恥
緯
）

　
　
　
　
香
山
居
十
篤
眞
の
詩
偲
び
に
序

　
元
和
五
年
。
予
爲
左
拾
遺
翰
林
學
士
。
奉
産
室
眞
於
集
賢
殿
御
書
院
。
時
年
二

　
十
七
。
會
昌
二
年
。
罷
太
子
少
傅
。
爲
白
衣
層
累
。
又
爲
眞
幽
香
山
寺
藏
経
堂
。

　
愛
翫
七
を
一
。
前
後
相
望
殆
將
三
紀
。
観
今
照
昔
。
慨
然
自
歎
者
久
之
。
形
容

　
非
一
。
世
事
幾
攣
。
因
題
六
卜
字
。
以
篤
所
懐
。

　
　
元
和
五
年
、
予
左
拾
遺
・
翰
林
學
十
と
罵
り
．
詔
を
奉
じ
て
眞
を
集
賢
殿
の

　
　
御
書
院
に
棄
す
。
時
に
年
三
十
七
。
会
昌
二
年
、
太
子
少
傅
を
罷
め
、
白
衣

　
　
層
士
と
爲
り
．
又
た
貴
を
香
山
寺
の
藏
経
堂
に
爲
す
。
時
に
年
七
十
一
。
前

後
相
望
む
に
殆
ど
將
に
一
、
一
紀
な
ら
ん
と
す
。
今
を
観
昔
を
照
ら
し
、
慨
然
と

し
て
自
ら
歎
ず
る
こ
と
暴
れ
を
久
し
う
す
。
形
容
一
に
葬
ず
。
世
事
幾
た
び

か
攣
ず
。
因
っ
て
六
十
字
を
題
し
以
て
所
懐
を
爲
す
。

　
　
　
　
　
　
「
元
和
五
年
、

　
　
　
　
「
元
和
五
年
、

年
齢
の
ず
れ
が
あ
る
。

李
放
が
画
い
た
写
真
図
で
さ
ら
に
五
十
八
歳
の
と
き
の
談
叢
の
詩
に
も

が
眞
を
爲
し
．
堅
し
來
り
て
、
一
十
載
」

　
　
　
　
　
　
［
注
五
」

年
齢
だ
と
思
わ
れ
る
。

然
と
し
て
疑
問
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
昔
作
少
學
士

　
圖
塩
入
集
賢

　
今
爲
老
居
士

　
心
墨
寄
香
山

　
鶴
麓
攣
玄
髪

　
鶏
膚
二
朱
顔

　
前
形
質
後
詰

　
相
去
、
一
十
年

　
勿
歎
紹
華
子

　
俄
成
幡
斐
仙

　
請
看
東
海
水

　
亦
攣
作
桑
田

　
こ
の
序
に
は

実
際
に
は

昔
　
少
學
十
と
作
り

形
を
圏
し
て
　
集
賢
に
入
れ

今
　
老
居
十
と
爲
り

貌
を
透
し
て
　
香
山
に
寄
す

鶴
義
　
玄
髪
を
綴
じ

鶏
膚
　
昼
顔
に
換
わ
る

前
形
と
後
継
と

相
去
る
こ
と
　
三
卜
年

歎
ず
る
勿
か
れ
　
認
華
の
子

俄
か
に
　
幡
隻
の
仙
と
成
る
を

請
う
　
看
よ
　
東
海
の
水

亦
た
攣
じ
て
　
桑
田
と
作
れ
る
を

　
　
　
　
左
拾
遺
・
翰
林
学
士
．
三
十
七
歳
」
と
あ
る
が
．

　
　
左
拾
遺
・
翰
林
学
士
．
一
、
一
十
九
歳
」
で
あ
り
、
二
歳
の

　
こ
の
写
真
図
に
は
先
に
挙
げ
た
二
首
の
詩
が
あ
り
．
画
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
李
放
我

　
　
　
　
　
　
　
と
あ
る
の
で
．
「
三
十
九
歳
」
が
正
し
い

　
た
だ
し
『
白
居
易
集
』
に
は
諸
本
の
異
同
が
無
い
の
で
依
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る
が
．
《
真
》
へ
の
嗣
執
は
道
教
的
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
た
爾
に
た
い
す
る
認
識
は
白
居
易
の
絵
画
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を
語
る

も
の
で
も
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
白
居
易
の
《
画
》
に
対
す
る
関
心
を
示
す
も
の
に
ま
た
「
写
真
図
」
と
い
う
の

が
あ
る
。
自
頭
像
．
肖
像
画
．
人
物
画
で
あ
る
。
生
涯
の
問
に
五
回
ほ
ど
自
分
の

肖
像
画
を
画
か
せ
て
い
る
。

　
最
も
早
期
の
も
の
は
三
朔
六
歳
の
時
だ
が
．
そ
の
時
の
こ
と
を
回
顧
し
た
次
の

詩
が
あ
る
。

　
◇
　
題
蔭
［
爲
貴
　
　
蕉
篤
眞
に
題
す
（
巻
七
〇
G
。
繊
）

　
元
和
卜
二
年
（
八
　
七
）
．
四
卜
六
歳
．
江
州
司
馬
で
あ
っ
た
と
き
の
作
で
あ

る
。　

「
我
昔
三
十
六
、
貌
を
噛
し
て
将
青
に
在
り
。
：
…
∴
た
び
藤
圖
書
に
照
ら
す

も
．
昔
の
髪
形
に
繋
る
無
し
」
と
い
う
。

　
三
卜
六
歳
の
秋
に
は
．
府
試
官
次
い
で
集
濃
墨
書
、
冬
卜
一
月
に
は
翰
林
学
士

を
拝
命
し
て
い
る
。

　
次
い
で
三
十
九
歳
の
と
き
、
二
枚
目
の
写
真
図
を
画
師
李
放
に
餌
か
せ
て
い
る
。

　
◇
　
自
題
爲
貴
　
　
自
ら
草
藁
に
題
す
（
巻
六
〇
銘
⑩
）

我
貌
不
自
識

李
放
爲
我
貴

静
翻
紳
與
骨

合
是
山
中
人

我
が
貌
　
自
ら
識
ら
ず

李
放
　
我
が
貴
を
爲
す

静
か
に
　
紳
と
骨
と
を
観
れ
ば

合
に
是
れ
　
山
中
の
人
な
る
べ
し

　
　
　
　
　
（
八
一
〇
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

界
へ
の
道
が
や
っ
と
開
け
た
当
時
の
作
で
あ
る
。

　
ま
た
、
後
に
こ
の
写
真
図
を
回
顧
し
た
詩
が
あ
る
。
お
お
よ
そ
二
十
年
後
の
大

和
一
二
年
（
八
二
九
）
．
五
十
八
歳
、
刑
部
侍
郎
で
あ
っ
た
と
き
の
作
で
あ
る
。

蒲
柳
質
易
朽

慶
鹿
心
凶
漁

何
事
赤
輝
上

五
年
爲
侍
臣

況
多
重
猜
性

難
與
世
同
塵

不
惟
非
貴
根

侃
恐
生
禍
因

宜
當
早
罷
去

牧
取
雲
泉
身

元
和
五
年

◇
　
感
十
手
眞

李
放
鳥
我
員

葛
來
二
十
載

莫
問
貴
何
如

書
亦
錆
光
彩

朱
顔
輿
玄
髪

日
夜
改
復
改

無
磋
貌
遽
葬

蒲
柳
　
質
朽
ち
易
く

蘂
鹿
　
心
酬
れ
難
し

何
事
ぞ
　
赤
堀
の
上

五
年
　
侍
臣
と
爲
る

況
ん
や
　
車
楽
の
性
多
く

世
と
塵
を
同
じ
く
し
難
し

惟
に
　
貴
相
に
非
ざ
る
の
み
な
ら
ず

但
だ
　
渦
を
生
ず
る
の
因
な
ら
ん
こ
と
を
古
る

宜
し
く
當
に
早
く
罷
め
去
り

雲
泉
の
身
を
牧
寵
す
べ
し

　
　
一
、
一
卜
九
歳
．
官
は
左
拾
遺
・
翰
林
学
十
で
あ
り
、

　
蔭
［
爲
貴
に
感
ず
（
巻
二
十
⊥
一
誌
壽
）

李
放
　
我
が
員
を
窟
　
し

爲
し
來
た
り
て
　
二
十
載

眞
は
何
如
と
問
う
こ
と
莫
か
れ

書
も
亦
た
光
彩
を
錆
せ
り

朱
顔
と
玄
曇
と

日
夜
　
改
ま
り
て
復
た
改
ま
る

貌
の
遽
か
に
葬
な
る
を
善
く
こ
と
無
し
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張
硝
子
は
天
の
和
．
心
の
術
を
得
て
、
積
み
て
行
と
爲
し
、
醸
し
て
藝
と
議

す
．
藝
の
尤
き
者
は
其
れ
書
か
。
書
は
常
の
工
無
く
、
似
る
を
以
て
工
と
為

す
。
學
は
常
の
師
無
く
．
藁
を
以
て
師
と
書
す
。
故
に
其
れ
一
意
を
措
き
、

一
物
を
状
り
．
往
往
に
思
を
運
ら
し
て
．
中
等
と
會
［
い
．
髪
髭
た
る
こ
と
和

を
騙
り
嬢
を
役
す
る
こ
と
其
の
問
に
於
て
す
る
者
の
若
し
。
時
に
予
長
安
の

中
に
在
り
て
．
層
る
こ
と
甚
だ
閑
に
し
て
、
聞
く
こ
と
甚
だ
熟
せ
り
、
乃
ち

翻
る
も
の
を
張
に
請
う
。
姦
智
が
爲
に
耀
く
樵
れ
を
出
だ
し
．
零
れ
山
水
・

松
石
・
雲
電
・
鳥
獣
聾
び
四
夷
・
六
畜
・
面
詰
・
留
湯
有
り
て
空
く
焉
に
在

り
。
凡
て
ト
二
軸
．
動
植
と
無
く
、
小
功
と
無
く
．
皆
麟
に
其
の
能
を
講
く

す
。
向
背
勢
を
遺
す
こ
と
無
く
、
洪
繊
形
を
遁
る
る
こ
と
無
し
。
迫
り
て
之

れ
を
視
れ
ば
、
水
中
に
似
る
こ
と
有
り
て
了
然
と
し
て
其
の
影
を
分
た
ざ
る

者
莫
し
。
然
る
潮
雲
の
骨
髄
に
在
る
者
は
、
心
術
逸
り
得
、
⊥
の
造
化
に
偉

し
き
者
は
、
天
和
由
り
躍
る
を
知
る
。
張
は
但
だ
心
に
得
て
．
手
に
傳
う
、

亦
た
自
ら
其
の
然
り
面
う
し
て
然
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
筆
精
の
英
華
隔
指

趣
の
律
度
の
若
き
に
至
り
て
は
、
予
書
の
流
に
葬
ざ
れ
ば
、
得
て
之
れ
を
知

る
可
か
ら
ず
。
今
得
る
所
の
者
は
．
但
だ
其
の
形
貴
に
し
て
圓
か
に
、
紳
和

し
て
全
く
、
柄
然
撮
然
と
し
て
．
圖
の
前
に
出
ず
る
が
如
き
を
畳
ゆ
る
の
み
。

張
始
め
て
年
、
一
卜
鯨
に
し
て
．
功
を
致
す
こ
と
甚
だ
近
く
、
予
意
へ
ら
く
其

れ
生
れ
て
之
れ
を
知
る
。
藝
年
と
と
も
に
長
ぜ
ば
．
劉
ち
書
必
ず
希
代
の
寳

と
期
し
て
、
人
必
ず
後
學
の
師
と
爲
さ
ん
。
將
來
の
者
其
の
傳
を
失
う
を
恐

る
、
故
に
年
月
名
氏
を
以
て
圖
軸
の
末
に
紀
す
と
云
う
。
時
に
貞
元
十
九
年
、

清
河
の
張
敦
簡
書
く
。
六
月
十
ロ
．
太
原
の
白
貿
易
記
す
。

　
「
張
馬
は
．
天
和
・
心
術
を
得
て
お
り
、
蓄
積
し
て
行
為
．
発
現
し
て
芸
と
な
っ

て
い
る
。
芸
の
す
ぐ
れ
た
の
は
《
画
》
で
あ
る
。
　
《
衝
》
に
は
常
の
⊥
（
巧
）
と

い
う
の
は
な
く
、
《
似
る
》
が
常
の
工
（
巧
）
で
あ
る
。
学
問
に
は
常
の
師
と
い

う
の
は
な
く
、
《
真
》
が
師
な
の
だ
。
」
と
張
義
の
特
性
か
ら
始
め
て
、
《
衝
》
に

必
要
な
の
は
《
似
る
》
、
す
な
わ
ち
模
倣
だ
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
「
長
安
に
い

た
と
き
、
閑
暇
で
も
あ
り
熟
知
し
て
い
た
の
で
．
趙
敦
簡
に
何
か
観
た
い
と
依
頼

し
た
と
こ
ろ
が
．
趙
は
す
べ
て
の
作
晶
を
惜
し
み
な
く
出
し
て
く
れ
た
。
山
水
．

松
石
．
雲
量
、
鳥
獣
．
四
夷
、
六
畜
．
妓
樂
、
慰
留
。
卜
鯨
軸
ば
か
り
あ
っ
た
と

い
う
。
動
植
物
を
問
わ
ず
．
小
大
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
事
細
か
に
手
法
が
尽
く
さ

れ
て
い
た
。
」
と
趙
敦
簡
の
緻
密
な
《
爾
》
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
広
さ
を
語
っ
て

い
る
。
趙
甘
め
年
齢
は
二
十
歳
あ
ま
り
、
熟
達
す
れ
ば
《
画
》
の
大
家
と
な
り
後

学
の
者
の
師
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
将
来
そ
の
伝
記
が
消
失
す
る
の
を
恐
れ
て
画
図

の
末
尾
に
記
し
て
お
く
、
と
あ
る
。
趙
敦
簡
は
白
よ
り
十
歳
ほ
ど
年
少
だ
が
、
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
「
画
に
記
す
」
以
外
に
は
そ
の
名
は
見
え
な
い
。

　
白
居
易
は
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
の
な
か
で
優
秀
な
の
は
絵
餌
で
は
な
か
ろ
う
か
と

言
う
。
絵
衝
の
う
ま
さ
の
ポ
イ
ン
ト
は
《
似
る
》
と
い
う
こ
と
．
す
な
わ
ち
《
写

実
》
に
あ
る
と
い
う
の
が
白
居
易
の
主
張
で
あ
る
。
さ
ら
に
写
実
に
は
《
天
和
》

《
心
術
》
の
二
つ
の
条
件
が
揃
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
《
写
実
》
の
み
で
は

だ
め
で
あ
り
、
趙
嫁
鑑
の
絵
画
に
は
す
べ
て
が
完
備
し
て
い
る
．
と
称
賛
す
る
。

絵
爾
の
専
門
家
で
は
な
い
が
趙
の
作
晶
に
は
心
打
た
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
．
と
こ

の
《
記
》
を
記
し
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
絵
画
論
と
い
え
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
論
点
の
拠
る
と
こ
ろ
は
《
学
》
．
儒
学
を
意
味
す
る
か
と
思
わ
れ
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日
。
元
和
卜
四
年
夏
、
道
士
の
母
軽
重
志
に
命
じ
て
篤
さ
し
む
。
其
の
遽
僻

　
　
を
惜
し
み
、
因
っ
て
一
二
絶
旬
を
題
す
と
云
う
。

　
こ
の
「
木
蓮
樹
の
詩
の
題
」
も
先
の
「
蕩
支
圖
の
序
」
と
同
じ
く
文
字
に
多
少

の
異
同
は
あ
る
が
．
や
は
り
大
き
く
異
な
る
部
分
の
み
を
挙
げ
て
お
く
と
、
題
の

冒
頭
に
ま
ず
．

　
　
木
蓮
樹
は
巴
挾
山
谷
の
問
に
生
ず
。

　
と
あ
り
、
題
に
記
さ
れ
て
い
る
木
蓮
樹
の
名
所
に
関
す
る

　
　
忠
州
の
西
北
十
里
に
鳴
玉
難
有
り
．
生
ず
る
者
穣
茂
尤
も
異
な
り
。

　
の
と
こ
ろ
は
、
『
蔭
唐
丸
』
に
は
見
え
な
い
。
続
い
て
『
旧
唐
書
』
は
隔

　
　
天
拗
榔
し
て
深
山
に
在
ら
し
む
の
句
有
り
。
威
く
都
下
に
傳
わ
る
。
好
事
者

　
　
喧
然
と
し
て
模
篤
す
。

　
と
、
道
士
の
母
愈
々
志
が
幽
い
た
「
木
蓮
の
画
」
を
人
々
が
争
っ
て
模
写
し
た

と
記
述
す
る
。

　
こ
の
「
木
蓮
」
の
と
こ
ろ
に
は
．
画
師
と
し
て
道
士
毒
丘
元
志
の
名
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
『
蔭
叢
書
』
の
最
初
に
は
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
「
忠
州
は

挟
谷
の
険
阻
の
地
に
あ
り
花
木
の
珍
し
い
も
の
が
多
く
．
白
居
易
は
忠
州
に
あ
っ

て
木
蓮
・
蕩
支
の
餌
を
描
い
て
、
朝
廷
の
親
友
に
寄
せ
た
」
と
あ
る
。
「
蕩
支
」

の
爾
に
つ
い
て
、
『
白
濁
易
集
」
の
「
序
」
は
頭
き
手
を
「
工
吏
」
と
記
す
が
．

『
害
悪
書
』
は
輝
き
手
を
記
さ
ず
、
そ
れ
に
反
し
て
「
木
蓮
」
の
画
は
、
『
白
居
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
四
」

集
」
『
萬
唐
書
」
と
も
に
．
道
士
母
丘
元
志
の
幽
霊
の
名
を
記
し
て
い
る
。

　
『
白
居
易
集
』
は
ど
ち
ら
も
白
居
易
の
自
作
で
は
な
く
「
工
吏
」
．
「
母
野
元
志
」

と
す
る
。
『
薦
唐
書
」
の
記
事
は
始
め
に
は
白
居
易
の
作
と
し
な
が
ら
、
「
木
蓮
」

の
画
に
は
母
丘
元
志
の
名
を
挙
げ
る
。
そ
の
是
非
の
問
題
は
両
書
の
成
立
の
前
後

か
ら
す
れ
ば
『
旧
唐
書
」
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
が
．
短
急
な
結
論
は
必
ず
し
も

正
解
と
は
言
え
な
い
。
理
由
の
一
つ
は
、
こ
の
記
事
は
『
新
唐
書
』
に
は
見
え
な

い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
『
旧
唐
書
」
の
こ
の
部
分
の
記
事
の
筆

致
が
簡
略
、
抄
録
に
似
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
「
江

襖
に
て
晩
に
景
物
の
鮮
奇
な
る
を
眺
め
吟
賭
し
て
篇
を
成
し
、
水
部
張
籍
員
外
に

寄
す
」
の
風
景
餌
及
び
「
木
蓮
の
花
の
圖
を
画
き
て
元
郎
中
に
寄
す
」
の
木
蓮
花

を
爾
い
た
花
鳥
衝
の
二
曹
は
確
か
に
白
層
易
の
頭
の
作
品
だ
が
．
そ
れ
以
外
は
や

は
り
専
門
講
師
に
依
頼
し
た
作
品
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
察
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
中
国
画
の
代
表
的
な
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
う
ち
、
山
水
餌
系
統
に
属
す
る
風
景

幽
と
．
別
の
系
統
に
属
す
る
花
鳥
画
に
関
連
す
る
も
の
を
白
事
項
の
作
品
か
ら
挙

げ
て
み
た
が
、
白
居
易
に
は
ま
た
画
論
と
も
称
す
べ
き
文
章
が
あ
る
。
「
餌
に
記

す
」
と
い
う
一
文
で
あ
り
．
そ
の
内
容
は
白
層
易
の
衝
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を

示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
独
立
の
餌
論
．
美
術
論
と
し
て
も
評
価
に
値
す
る
。

あ
る
飼
人
の
画
家
の
作
品
を
観
賞
感
嘆
し
て
の
《
記
》
で
あ
る
。
爾
家
の
名
は
．

清
河
の
趙
手
簡
、
観
た
画
は
山
水
、
松
石
．
雲
脚
、
鳥
獣
．
四
夷
、
六
畜
．
妓
楽
、

華
虫
と
広
範
囲
の
ト
裏
向
．
年
齢
二
十
余
薫
と
若
年
の
画
師
で
あ
っ
た
。
白
層
易

が
こ
の
記
を
書
い
た
の
は
、
貞
元
十
九
年
（
八
〇
一
、
一
）
、
秘
書
官
署
書
郎
と
し
て

長
安
に
あ
り
年
齢
三
十
二
歳
の
と
き
で
あ
る
。
趙
敦
簡
の
来
歴
は
未
詳
で
あ
り
．

白
居
易
の
弛
の
作
品
に
も
そ
の
名
は
見
え
な
い
。

　
　
　
書
に
記
す
（
巻
四
十
⊥
二
竃
謡
）
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を
繋
る
れ
ば
一
日
に
し
て
色
攣
じ
、
二
日
に
し
て
香
攣
じ
、
三
日
に
し
て
味

　
　
攣
じ
、
四
五
日
の
外
は
色
香
味
盤
く
去
る
。

　
『
白
居
易
集
」
所
収
の
も
の
と
文
字
の
異
同
は
多
少
あ
る
が
、
大
き
く
異
な
る

と
こ
ろ
の
み
を
記
し
て
お
け
ば
、
『
白
層
累
集
』
所
収
に
は
こ
の
後
に
、

　
　
元
和
卜
五
年
夏
、
南
賓
の
守
載
天
、
工
吏
に
命
じ
て
圖
し
て
之
れ
を
書
せ
し

　
　
む
。
蓋
し
識
ら
ざ
る
者
と
識
り
て
一
二
三
ロ
及
ば
ざ
る
者
と
の
爲
に
す
と
云

　
　
う
。

　
と
、
「
序
」
に
は
ま
だ
続
き
が
あ
る
。

　
だ
が
「
序
」
の
こ
の
末
尾
の
記
す
と
こ
ろ
と
．
『
藤
詞
書
』
の
本
伝
と
で
は
．

こ
の
《
蕩
支
図
》
の
幽
き
手
が
異
な
る
。
「
序
」
に
は
、
南
賓
郡
の
太
守
白
層
易

の
下
命
に
応
じ
て
工
吏
が
画
い
た
も
の
、
蕩
支
を
知
ら
な
い
者
、
か
り
に
知
っ
て

い
て
も
藁
葺
の
色
香
味
の
変
化
す
る
二
日
の
問
に
合
わ
ぬ
者
の
た
め
に
幽
か
せ
た

の
だ
と
い
う
。
『
注
置
書
」
は
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
．
「
居
易
郡
に
在
り
て
、
木
蓮
・

蕩
枝
の
圏
を
爲
り
．
意
中
の
親
友
に
寄
せ
」
と
あ
り
、
白
居
易
自
身
が
木
蓮
・
蕩

支
の
画
き
手
で
あ
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
が
事
実
か
は
さ
て
お
き
、
こ
の

「
序
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
「
序
」
に
は
制
作
の
時
期
が
「
元
和
十
五

年
夏
」
と
あ
る
。
こ
の
年
・
月
は
白
居
易
に
と
っ
て
都
長
安
へ
の
召
還
つ
ま
り
長

年
待
ち
に
待
っ
た
復
帰
が
か
な
え
ら
れ
た
記
念
す
べ
き
年
・
月
で
あ
っ
た
。
五
年

間
の
地
方
へ
の
左
遷
を
終
え
て
、
そ
の
後
長
安
で
司
門
員
外
郎
か
ら
、
主
客
郎
中

知
制
誰
へ
と
順
調
に
昇
進
を
し
て
ゆ
く
。
忠
州
出
立
前
の
慌
た
だ
し
い
日
数
の
中

で
か
つ
て
楊
貴
妃
も
愛
し
た
と
い
う
こ
の
濁
地
算
塵
の
介
護
の
《
餌
》
　
「
序
」
は

作
ら
れ
た
。
た
だ
残
念
な
の
は
．
「
序
」
の
み
で
《
画
　
》
は
残
っ
て
い
な
い
．

《
画
》
に
関
す
る
詩
も
『
白
居
易
集
』
に
は
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
忠
州
刺
史

の
時
期
は
極
め
て
短
期
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
白
層
易
が
蕩
支
に
対
し
て
抱

い
た
愛
着
執
着
は
異
常
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
生
来
グ
ル
メ
志
向
の
強
か
っ
た
白
居

易
に
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
・
…
・
・
。
忠
州
勅
史
の
官
府
に

も
植
え
ら
れ
て
い
た
が
、
自
分
の
官
舎
に
も
植
え
実
が
熟
せ
ば
人
に
も
贈
り
夏
の

水
膨
と
し
て
珍
重
し
た
。
も
ち
ろ
ん
観
賞
用
で
は
な
く
食
用
で
あ
り
決
し
て
美
的

で
な
い
醜
怪
に
近
い
織
状
の
實
の
実
態
は
白
居
易
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

「
草
木
の
分
の
如
く
、
天
は
各
お
の
其
の
一
を
舞
う
。
登
営
は
名
花
に
・
非
ず
、
牡

将
は
甘
實
無
し
」
令
魯
を
歎
く
」
巻
、
一
〇
誌
O
）
、
「
皮
は
蕩
支
の
嫉
」
令
沈
楊
二

舎
人
と
・
－
・
－
…
L
巻
を
九
十
蕊
）
．
「
降
せ
ば
天
上
の
味
か
と
疑
う
」
（
「
郡
中
の
三

篶
に
題
す
る
詩
卜
八
韻
・
…
：
」
巻
卜
八
一
雛
一
）
な
ど
の
詩
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

名
花
で
は
な
い
が
美
味
の
水
果
．
蕩
支
は
赴
任
地
で
、
一
度
の
夏
を
過
ご
し
た
白
居

易
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
た
の
で
、
詩
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
《
画
》
に
ま
で
画
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
筆
草
が
衝
題
と
し
て
適
切
な
の
か
ど
う
か
は
専
門
家
に
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
三
」

う
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
『
蕉
唐
書
」
は
．
「
蕩
支
圏
の
序
」
に
続
い
て
、
「
木
蓮
樹
の
詩
三
首
」

（
巻
十
八
離
箋
～
嵩
お
）
の
詩
の
長
い
題
（
臣
窓
）
を
載
せ
る
。
題
と
い
う
よ
り

序
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
る
。

　
　
木
蓮
大
な
る
者
は
高
さ
五
塵
、
巴
民
呼
ん
で
黄
心
樹
と
爲
す
、
冬
を
渉
り
て

　
　
凋
ま
ず
、
身
は
青
楊
の
如
く
に
し
て
白
文
有
り
。
葉
は
桂
の
如
く
、
厚
大
に

　
　
し
て
脊
無
し
。
花
は
蓮
の
如
く
．
香
色
艶
嵐
皆
同
じ
。
濁
房
に
し
て
蕊
異
な

　
　
る
有
り
。
四
月
の
初
め
始
め
て
開
く
。
開
よ
り
謝
に
迫
る
ま
で
僅
か
に
二
十
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楼
閣
が
消
え
て
雲
が
お
さ
ま
り
、
虹
の
橋
が
水
面
を
照
ら
す
。
風
は
白
波
を
翻
し

て
花
が
散
り
ち
り
に
な
り
、
雁
は
青
天
に
点
々
を
打
っ
た
よ
う
に
一
行
の
字
の
形

だ
。
こ
の
三
．
四
、
五
．
六
書
を
画
に
仕
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
絵
の
具
（
丹
青
）

を
使
っ
て
一
締
の
彩
色
衝
に
描
き
．
詩
を
題
し
て
水
禽
郎
の
君
に
寄
贈
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。
白
居
易
が
絵
筆
を
と
っ
て
描
い
た
の
で
あ
る
。
山
水
餌
と
い
う
よ
り

も
．
風
景
の
写
生
衝
で
あ
る
。
詩
付
き
の
画
と
い
う
か
頭
付
き
の
詩
と
い
う
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
．
」

こ
の
詩
・
画
を
贈
ら
れ
た
張
籍
は
白
居
易
へ
の
曲
言
を
お
く
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
首
は
「
木
蓮
花
の
圖
を
書
き
て
元
郎
中
に
寄
す
」
と
題
す
る
詩
で
あ
る
。

白
居
易
自
身
の
手
に
な
る
「
木
蓮
花
」
の
画
で
あ
る
こ
と
は
詩
題
に
よ
っ
て
明
白

で
あ
り
．
図
（
画
）
を
贈
っ
た
相
手
は
元
宗
簡
で
あ
る
。

　
　
　
書
木
蓮
花
口
寄
元
郎
中
（
巻
卜
八
三
鷲
）

　
　
　
　
木
蓮
花
の
圖
を
書
き
て
元
郎
中
に
寄
す

　
花
房
鳳
似
紅
蓮
朶
　
　
花
房
は
嵐
に
し
て
　
紅
蓮
の
朶
に
似

　
嚇
愈
愈
如
紫
牡
丹
　
　
艶
色
は
鮮
か
に
し
て
　
紫
牡
丹
の
如
し

　
唯
有
詩
人
慮
解
愛
　
　
唯
だ
　
詩
人
の
鷹
に
解
く
愛
す
べ
き
有
り

　
丹
青
爲
出
與
君
看
　
　
丹
青
爲
し
出
し
　
君
に
與
え
て
看
し
む

　
こ
の
詩
は
．
楽
天
自
身
が
画
を
描
い
た
こ
と
の
確
証
の
　
例
で
あ
る
。
元
和
卜

四
年
（
八
一
九
）
、
四
十
八
歳
、
忠
州
刺
史
の
時
の
作
で
、
図
は
木
蓮
花
．
贈
呈

し
た
相
手
は
元
郎
中
（
元
宗
簡
）
、
尚
書
郎
中
の
官
に
あ
り
白
居
易
と
親
交
が
あ
っ

た
。
第
三
旬
の
「
詩
人
」
は
白
湯
易
か
、
元
慰
事
か
．
「
丹
青
爲
し
凹
し
」
と
あ

る
か
ら
先
の
詩
と
同
様
に
彩
色
画
で
あ
る
。
花
鳥
画
の
《
花
》
の
餌
で
あ
る
。
紅

の
蓮
花
．
紫
の
牡
丹
、
ど
ち
ら
も
そ
の
種
の
中
で
は
特
に
珍
重
さ
れ
る
色
あ
い
だ

が
、
先
の
風
景
餌
と
同
じ
く
実
物
の
写
生
画
で
あ
る
。
こ
の
紅
紫
い
ろ
の
木
蓮
花

を
愛
す
る
わ
た
し
が
絵
筆
で
描
き
、
花
を
愛
好
す
る
君
に
見
せ
て
あ
げ
よ
う
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
注
二
］

い
う
の
で
、
画
が
主
で
詩
は
添
え
書
き
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
、
一
輻
の
絵
衝
以
外
に
白
居
易
の
絵
画
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
せ
る
記
事
が
、
『
藤
唐
書
』
巻
一
六
六
・
白
壁
空
包
に
あ
る
。

　
そ
れ
は
白
層
易
が
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
元
和
十
年
（
八
一
五
）
を
月
か
ら

三
年
余
り
の
後
．
卜
三
年
十
二
月
に
罪
を
軽
減
さ
れ
て
忠
州
刺
史
に
移
り
、
翌
年

の
一
二
月
末
に
忠
州
に
到
着
す
る
。
そ
の
時
の
状
況
を
『
薦
唐
墨
』
は
次
の
よ
う
に

記
し
同
時
に
白
居
易
と
《
爾
》
の
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

　
　
（
元
和
）
十
三
年
冬
．
志
州
刺
史
に
量
移
せ
ら
る
。
薄
陽
よ
り
江
に
浮
か
び

　
　
て
挾
を
上
る
。
十
四
年
一
、
一
月
、
元
宮
居
易
と
絵
図
に
遠
い
．
舟
を
夷
陵
に
停

　
　
む
る
こ
と
三
ロ
。
時
に
季
弟
の
肴
簡
行
に
從
い
．
三
人
峡
州
の
西
二
十
里
．

　
　
黄
牛
峡
の
口
の
石
洞
の
中
に
於
い
て
．
遣
酒
し
詩
を
賦
し
．
懸
盤
と
し
て
訣

　
　
る
る
こ
と
能
わ
ず
。
南
賓
郡
は
懸
路
の
深
瞼
の
慮
に
當
た
る
な
り
、
花
木
奇

　
　
多
く
、
層
轟
轟
に
在
り
て
、
木
蓮
・
蕩
枝
の
圖
を
睡
り
、
難
中
の
親
友
に
寄

　
　
せ
、
各
お
の
其
の
状
を
記
し
て
曰
く
．

　
と
し
て
「
蕩
支
圖
の
序
」
（
巻
四
五
一
お
O
）
を
載
せ
る
。

　
　
立
枝
巴
・
峡
の
問
に
生
じ
．
形
圓
に
し
て
帷
蓋
の
如
し
。
葉
は
桂
の
如
く
に

　
　
し
て
冬
青
し
。
華
は
橘
の
如
く
に
し
て
春
立
ゆ
。
實
は
丹
の
如
く
に
し
て
夏

　
　
熟
す
。
朶
な
る
こ
と
葡
萄
の
如
く
．
核
は
枇
杷
の
如
く
．
穀
は
紅
繕
の
如
く
、

　
　
膜
は
紫
納
の
如
く
、
瓢
肉
は
製
造
な
る
こ
と
雪
の
如
く
、
漿
液
は
甘
酸
な
る

　
　
こ
と
酪
の
如
し
。
大
略
此
の
如
く
に
し
て
其
の
實
は
之
に
過
ぐ
。
若
し
本
枝
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（
八
二
四
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
後
々
も
画
　
の
世
界
穐

　
　
　
つ
に
な
っ
た
名
所
で
あ
る
。

　
　
　
と
い
う
初
め
の
一
句
は
実
に
新
鮮
、

身
の
感
動
を
述
べ
て
い
る
の
だ
カ

の
描
写
は
極
め
て
美
し
く
一
輻
の
色
彩
絵
画
を
見
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

で
も
あ
り
主
観
的
で
も
あ
る
。

い
る
、
引
き
留
め
て
い
る
の
は
こ
の
湖
．

い
情
を
述
べ
て
結
ぶ
。

詩
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
詩
に
よ
る
実
景
描
写
で
あ
る
が
．

と
解
す
る
こ
と
も
可
能
な
ほ
ど
、

よ
い
だ
ろ
う
。

内
容
、
描
写
で
あ
る
。

　
　
　
草
切
湖
上

　
湖
上
春
來
似
書
圖

　
観
峯
園
続
水
平
鋪

　
松
排
山
面
千
重
翠

　
月
黙
真
心
一
穎
珠

　
碧
毯
線
頭
抽
早
鐘

　
育
羅
士
爵
展
新
蒲

　
未
能
拗
得
杭
州
去

　
一
半
勾
帝
是
此
湖

　
長
慶
四
年

早
春
、
地
は
西
湖
．

題
の
一

似
る
」

　
春
湖
上
に
題
す
（
巻
二
十
一
二
器
G
。
一
）

　
湖
上
　
春
來
り
て
　
書
圖
に
似
た
り

　
織
峯
　
園
続
し
て
　
水
平
ら
か
に
舗
く

　
松
は
山
面
に
排
し
て
　
千
重
の
翠

　
月
は
魚
心
に
鮎
じ
て
　
一
穎
の
珠

　
碧
毯
の
瀬
頭
は
早
稻
を
抽
き

　
青
羅
の
裾
帯
は
新
蒲
を
展
ぷ

　
未
だ
能
わ
ず
　
杭
州
を
拗
…
ち
得
て
去
る
を

　
一
半
勾
留
す
る
は
　
測
れ
此
の
湖

　
五
卜
一
、
一
歳
、
杭
州
刺
史
の
と
き
の
作
だ
が
、
時
期
は

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
画
家
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
画

　
　
　
　
　
西
湖
に
春
の
お
と
ず
れ
た
風
景
を
「
書
圏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
。
白
層
易
自

　
　
　
弍
隔
踏
臼
、
松
、
月
、
早
稲
、
新
蒲
な
ど
の
崇
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
客
観
的

　
　
　
詩
の
最
後
に
．
ま
だ
こ
の
地
を
す
て
き
れ
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
西
湖
な
の
だ
．
と
西
湖
へ
の
惜
し
み
な

や
は
り
西
湖
名
詩
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絵
筆
に
よ
る
実
景
描
写

　
　
　
　
詩
と
餌
の
距
離
が
接
近
し
て
い
る
と
考
え
て
も

　
こ
れ
は
極
め
て
絵
画
に
近
い
詩
で
あ
る
が
、
次
に
詩
の
内
容
か
ら
白
居
易
の
実

作
の
絵
画
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
白
居
易
の
絵
衝
の
作
品
は
、
実
景
描
写
の
風
景
画
詩
、
花
鳥
を
題
材
と
し
た
写

生
画
詩
の
二
つ
が
あ
る
、
と
い
う
よ
り
二
首
、
、
一
輻
し
か
な
い
と
言
っ
た
方
が
適

切
で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
首
を
ま
ず
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
一
首
は
風
光
明

媚
の
名
が
高
い
杭
州
（
姦
婦
）
の
銭
塘
江
の
周
辺
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。

　
　
　
江
襖
晩
眺
景
物
薄
墨
掛
算
成
篇
寄
水
墨
張
籍
員
外
（
巻
二
を
欝
謎
）

　
　
　
　
江
櫻
に
て
晩
に
裾
物
の
鮮
奇
な
る
を
眺
め
吟
謝
し
て
篇
を
成
し
水
部
張

　
　
　
　
籍
員
外
に
寄
す

澹
煙
雄
蕊
問
斜
陽

江
色
鮮
明
海
氣
涼

蜜
意
解
牧
破
棲
閣

虹
残
水
食
噺
橋
梁

風
翻
白
浪
花
首
片

鳩
鮎
青
天
字
一
行

好
著
丹
青
圖
爲
取

題
詩
寄
壷
草
曹
郎

長
慶
三
年

澹
煙
疎
雨

江
色
聴
明

量
質
じ
雲
牧
ま
り
て

虹
残
り
水
照
ら
し
て

風
は
白
浪
を
翻
し
て

雁
は
青
天
に
黙
じ
て

好
し
丹
青
を
著
し
て

斜
陽
に
問
わ
り

海
氣
涼
し

　
　
　
　
　
（
八
、
一
三
）
隔

銭
塘
江
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

作
り
．
水
部
員
外
郎
の
張
籍
に
寄
せ
た
詩
で
あ
る
。

夕
陽
に
ま
じ
り
．
江
の
水
の
色
は
鮮
明
で
海
上
か
ら
の
風
が
涼
し
い

詩
を
題
し
て
寄
せ
輿
え
ん

五
卜
二
歳
、
杭
州
刺
史
。

　
　
　
　
　
夕
方
の

櫻
閣
を
破
り

橋
梁
を
断
つ

花
鳥
片

字
一
行

圖
姦
し
取
り

　
　
水
嵩
郎

　
「
江
櫻
」
は
杭
州
郡
の
官
庁
、

「
鮮
奇
」
な
景
色
を
眺
め
て
詩
を

　
淡
い
も
や
．
ま
ば
ら
な
雨
が

　
　
　
　
　
　
　
。
蜜
気
楼
の
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も
つ
の
だ
と
評
価
を
し
て
い
る
。
元
積
・
白
居
易
の
詩
の
特
徴
で
あ
る
．
平
易
、

具
体
性
．
物
語
性
は
確
か
に
文
字
で
描
か
れ
た
絵
幽
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
が
．
盛
唐
の
王
維
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
王
維
の
詩
の
絵

画
性
と
中
唐
期
の
元
積
・
白
居
易
の
絵
衝
性
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
改
め
て

考
え
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
こ
の
小
論
の
発
端
で
あ
る
。
文
学
の
分
野
か
ら
絵
画

の
分
野
へ
の
試
論
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
○

　
中
唐
の
詩
人
、
白
魚
易
は
自
ら
も
画
を
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
盛
唐

の
王
維
の
よ
う
な
名
作
は
描
け
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
山
水
や
自
然
、
ま
た
花
鳥

の
類
に
対
す
る
興
味
は
誰
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
か
っ
た
。
白
居
易
自
身
が
自
ら
代

表
作
と
自
負
し
た
講
喩
詩
の
「
新
楽
府
」
に
も
こ
う
し
た
題
材
を
詩
題
に
用
い
て

い
る
。
た
と
え
ば
「
八
駿
図
」
な
ど
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
た
だ
残
念
な
が
ら
．
そ
の
道
の
専
門
家
の
言
に
よ
れ
ば
追
贈
の
爾
は
皆
無
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
ら
し
く
．
王
維
の
「
輌
澗
荘
」
の
頭
も
伝
の
範
囲
を
出
る
も

の
で
は
な
い
と
な
れ
ば
．
白
居
易
が
も
し
か
り
に
画
を
描
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と

し
て
も
そ
の
作
品
は
幻
．
夢
の
ま
た
夢
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

　
中
国
藁
薦
の
貧
婦
の
作
品
は
実
物
で
求
め
る
の
が
不
可
能
だ
と
す
れ
ば
、
唐
代

の
文
人
詩
人
の
詩
文
の
作
品
か
ら
そ
の
痕
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
は
絵

画
の
作
品
そ
の
も
の
ま
た
絵
画
に
対
す
る
見
方
考
え
方
な
ど
を
探
し
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
採
択
の
対
象
と
す
る
詩
人
文
人
と
し
て
白
居

易
は
最
適
の
条
件
を
備
え
て
い
る
。

　
残
さ
れ
た
作
品
の
数
は
唐
代
で
は
最
多
で
あ
り
．
一
二
千
八
百
篇
の
う
ち
詩
が
二

千
八
百
篇
ほ
ど
あ
り
詩
文
と
も
に
自
ら
編
集
し
た
詩
文
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

何
度
か
編
集
を
重
ね
．
取
捨
選
択
の
作
業
を
綿
密
に
行
っ
た
後
に
残
さ
れ
た
作
品
、

作
継
室
で
あ
る
。
生
存
中
の
こ
う
し
た
事
業
は
こ
れ
も
ま
た
希
有
の
こ
と
で
あ
り
、

詩
文
の
多
さ
は
同
時
に
豊
富
な
題
材
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
る
が
．
白
居
易
の

山
水
．
自
然
、
花
鳥
．
あ
る
い
は
人
物
に
向
け
ら
れ
た
関
心
は
詩
文
の
量
の
み
で

は
湖
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
白
居
易
の
場
合
、
前
者
の
山
水
自
然
に
は
、
眼
前
の
風
景
あ
る
い
は
実
景
が
加

わ
り
．
花
鳥
に
は
、
題
材
の
種
類
の
拡
張
が
加
わ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

年
代
の
官
吏
の
普
遍
的
な
コ
ー
ス
で
あ
る
地
方
官
吏
と
し
て
の
宙
遊
．
遍
歴
が
そ

の
背
景
に
あ
り
．
左
遷
ま
た
不
如
意
の
赴
任
で
あ
っ
て
も
そ
こ
か
ら
得
た
も
の
は

詩
人
文
人
と
し
て
の
創
作
活
動
の
糧
と
な
っ
て
蓄
積
さ
れ
視
野
を
広
げ
る
の
に
役

だ
っ
た
。
長
安
．
首
都
長
安
郊
外
の
故
郷
の
下
郵
、
東
都
洛
陽
．
江
州
、
忠
州
．

杭
州
．
蘇
州
な
ど
、
い
ず
れ
の
地
に
お
い
て
も
そ
の
双
穫
は
多
大
で
あ
り
、
逆
境

を
も
自
分
に
プ
ラ
ス
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
意
識
的
に
志
向
の
転
換
を
し
成
功
し

た
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
倉
群
か
ら
も
明
白
な
事
実
と
い
え
る
。

　
す
で
に
若
い
こ
ろ
か
ら
隠
逸
の
思
想
を
抱
い
て
い
た
白
居
易
が
由
水
に
惹
か
れ

る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
．
江
州
左
遷
の
当
時
．
盧
山
に
草
堂
を
結
ん
だ
こ
ろ
の

生
活
は
特
に
そ
の
色
彩
が
濃
い
。
精
神
的
に
は
隠
者
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
は
仏

教
へ
の
傾
倒
、
帰
依
と
い
う
二
重
の
屈
折
し
た
思
想
性
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
王
維
の
よ
う
に
「
詩
中
富
有
り
．
画
中
詩
有
り
」
と
言
え
る

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
白
居
易
の
詩
の
な
か
に
も
時
に
「
爾
的
な
詩
」
が
散
見
す
る
。

た
と
え
ば
次
に
挙
げ
る
杭
州
の
西
湖
を
詠
ん
だ
詩
は
風
景
衝
と
も
い
う
べ
き
詩
の



中
唐
期
に
於
け
る
絵
面
と
文
学

一
驚
居
易
と
絵
画
一

い
到
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
正
解
の
結
論
は
出
な
い
ま
で
も
問
題
提
起
の
　
つ
の
試

論
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
無

い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
文
字
通
り
の
試
論
で
あ
る
。

西
　
村
　
富
美
子
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キ
ー
ワ
ー
ド

　
中
唐
．
唐
代
の
文
人
と
絵
画
、
花
鳥
餌
、
風
景
画
、
山
水
餌
、
人
物
画

要
約

　
中
国
の
爾
師
を
記
録
し
た
張
幽
遠
『
歴
代
名
画
記
」
に
は
．
唐
臼
の
幽
師
と
し

て
二
〇
六
人
（
実
際
に
は
二
〇
八
人
）
の
名
を
載
せ
る
。
専
門
の
職
業
画
師
も
い

れ
ば
文
人
と
し
て
名
の
高
い
者
も
あ
り
．
前
者
に
は
呉
道
玄
．
後
者
に
は
王
維
な

ど
が
あ
る
。
賛
意
の
絵
餌
は
一
部
を
除
い
て
実
作
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
各
種
の

文
献
や
資
料
か
ら
そ
の
実
態
を
知
る
手
が
か
り
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
以
前
か
ら
．
文
学
の
世
界
と
絵
餌
の
世
界
は
ま
っ
た
く
異
質
の
世
界

に
見
え
て
そ
の
裏
面
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
抱
い

て
い
た
。
中
唐
期
の
文
学
の
変
貌
が
絵
餌
へ
の
顕
離
を
近
づ
け
た
面
が
あ
る
と
思

わ
れ
、
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
白
居
易
を
採
り
あ
げ
て
先
の
疑
問
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
と
し
た
の
が
こ
の
小
論
の
出
発
点
で
あ
る
。
そ
れ
と
最
近
中
国
絵
爾
に

つ
い
て
の
著
書
の
書
評
を
す
る
た
め
に
中
国
の
絵
幽
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
う
ち

に
．
絵
画
研
究
の
傍
証
の
資
料
で
は
な
く
文
学
の
世
界
か
ら
逆
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
扉
能
性
、
ま
た
、
一
つ
の
世
界
に
は
あ
る
種
の
接
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

　
「
画
ぽ
無
声
の
詩
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
『
詩
話
縛
錨
」
（
宋
・
玩
二
）
に

見
え
る
の
だ
が
も
と
も
と
は
誰
の
言
な
の
か
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
名
言
と
い

う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
詩
話
総
亀
』
巻
二
十
一
心
魂
坐
上
に
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

　
　
白
楽
天
、
詩
名
を
以
て
元
微
之
と
同
時
に
蒼
白
と
號
さ
れ
．
幽
幽
多
く
圖
書

　
　
に
比
せ
ら
る
。
重
屏
風
の
如
き
は
唐
よ
り
今
に
至
る
ま
で
傳
わ
る
。
乃
ち
樂

　
　
天
の
醇
眠
の
詩
な
り
。
詩
に
日
く
…
…
（
「
詩
の
引
用
」
）
。
且
に
詩
の
能
く

　
　
人
情
動
態
を
書
く
す
所
以
の
者
な
り
．
筆
端
口
有
る
に
葬
ず
し
て
未
だ
到
る

　
　
こ
と
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
詩
家
書
を
以
て
無
聲
の
詩
と
爲
す
、
誠
な
る
か
な

　
　
是
の
言
。

　
な
お
引
用
さ
れ
た
詩
は
「
睡
眠
」
（
偶
眼
）
と
題
す
る
詩
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

「
詩
家
」
す
な
わ
ち
詩
人
と
す
る
が
「
古
人
」
と
す
る
も
の
も
あ
り
．
出
所
は
不

明
で
あ
る
。
白
居
易
の
「
睡
眠
」
の
詩
は
人
ま
た
物
の
状
態
を
詳
し
く
丁
寧
に
描

写
し
屏
風
の
図
柄
の
よ
う
で
、
筆
先
に
口
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
こ
こ
ま
で
は

到
達
で
き
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
。
　
《
画
》
と
《
詩
》
が
表
裏
一
体
の
相
関
関
係

に
あ
る
と
の
見
方
は
画
家
で
は
な
く
詩
家
か
ら
の
観
点
で
あ
ろ
う
。
「
詩
的
画
、

幽
的
詩
」
は
王
維
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
．
元
種
・
白
類
集
の
詩
も
同
じ
趣
向
を


